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営業日：月曜日～土曜日

少し前に、インターネットで「幼児語を覚えさ

せるぐらいだったら、最初から大人の言葉を教え

たほうが、無駄がなく効率的なのではないか」と

いう議論がありました。つまり、「ブーブー」と

いった言葉ではなく最初から「クルマ」という言

葉を教えたほうが言葉の習得も早いし、訂正や修

正の手間もかからないというわけですね。

この話、まとめサイトで見ると、最終的には、

幼児語は、子どもの発達の時期に合った（発音能

力に合った）発音しやすい言葉であること、幼児

語を使うことでコミュニケーションや発語が促さ

れ、それによって発語や語彙の獲得が進んでいく、

といった点が挙げられ、幼児語にも意味がある、

というところに落ち着いたようです（よかった）。

この話は、いろんな面で示唆に富むと思います。

ひとつは、子どもにはその発達の時期に応じた学

び方があるということ。まだ学びの準備が整って

いない段階で大人が押し付けてもダメ、というこ

とですね。もうひとつは、発達の初期においては

特に、子どもにとって、言葉をたくさん覚えるこ

とよりも楽しくコミュニケーションをとることが

大事、ということかもしれません。この場合、コ

ミュニケーションの道具は、正しい言葉でなくて

も、言葉になっていない音声のようなものでもい

いのだと思います。
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